
［成果情報名］飼料用米生産の乾燥コストを低減するための立毛乾燥技術 

［要約］飼料用米の立毛乾燥における籾水分の低下は出穂後積算気温に比例し、1400℃・日

で 20％前後となる。立毛乾燥を行う場合、倒伏を避ける栽培を行う。倒伏しない限り、品

種と栽培様式による差は認められない。収穫作業は朝早い時間を避けて行う。 
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［背景・ねらい］ 

近年、作付面積が増加している飼料用米生産においては、生産コストを低減することが

食用米よりも強く求められる。そのため、収穫を遅らせ、成熟期に到達した後もほ場で水

分を低下させる立毛乾燥技術は、乾燥コストを低減するための手段として期待される。そ

こで、ほ場での立毛によって可能な乾燥の程度や乾燥に必要な期間、栽培条件や気象条件

との関係を明らかにする。 

 
［成果の内容・特徴］ 
１．成熟期以降の籾水分には出穂後積算気温(800～1400℃・日)と相関がある（図１）。出

穂後積算気温 1400℃・日頃まで、籾水分は 50℃・日につき１％の割合で低下し、1400℃・

日で概ね 20％となる。籾水分が 20％まで低下すると、その後の変化は緩慢である。籾水

分は日中に低下しても夜間に上昇するため、立毛乾燥期間を長くしても籾水分が 16％以

下に低下することは少ない。  
２．倒伏しない条件では、「べこあおば」と「ふくひびき」の間で、千粒重に大きな差があ

っても、積算気温による籾水分の低下に品種間差は認められない（図２A）。栽培様式と

の関係では、移植、湛水直播、乾田直播（V 溝式）の間に差は認められない（図２B）。

一方、倒伏した場合には、降雨後に籾水分が上昇しやすく、倒伏しない場合に比べて籾

水分の低下が顕著に遅れる（図２C）。  
３．朝は籾の水分が玄米のそれよりも高いが、無降雨であればこの差は 11 時頃迄になくな

るので（図３）、収穫作業は朝早い時間を避けて行う。  
 
［成果の活用面・留意点］ 

１．図２A、B は「べこあおば」、「ふくひびき」を供試した場内試験の結果、図２C は飼

料用品種「べこあおば」、「ふくひびき」、「夢あおば」、「べこごのみ」と飼料用候補系統

を供試した場内試験の結果である。図１はこれらの結果に加え飼料用品種の現地におけ

る試験結果も用いている。 
２．山形県では、立毛乾燥によって籾水分を 16～18％まで低下させることが可能であるが、

その後の利用の仕方に応じて仕上げ乾燥を行う。 
３．成熟期の出穂後積算気温を 1000℃・日とし、９月 10 日～20 日に成熟期を迎える場合、

平均気温の平年値から、籾水分を 20％とするには山形市では成熟期からおよそ３週間必

要である。 
 
 



［具体的なデータ］ 
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図1 立毛乾燥における出穂後積算気温と籾水
分の関係

図3 立毛乾燥中の籾水分と玄米水分の日内変
動の例

図2 籾水分の低下に対する品種、栽培様
式、倒伏の影響
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回帰直線は1400℃・日未満の範囲を回帰。倒伏し
た区の測定値は含めず。山形農総研セ（2008～
2010年）と山形県内現地（2008、2009年）、異な
る施肥、品種・系統、栽培様式での結果。n＝471。

2010年、山形農総研セ。品種べこあおば。3調査
区の平均、標準誤差0.4未満。測定日の天候は
10/24：朝露少なく日中曇、10/27：朝霧濃く露多
く日中晴後曇。単粒水分計による。

（A）品種、（B）栽培様式、（C）倒伏の有無
による違い。（A）,（B） は同一データより作
図、2008～2010年、「べこあおば」と「ふくひ
びき」を供試した栽培様式の比較試験、倒伏な
し。（C）2009～2010年、湛水直播、極多肥で
の品種比較試験。主要な飼料用品種と飼料用候
補系統を供試。「倒伏」は完全倒伏、成熟期以
降の倒伏を含む。（A）～（C）いずれも山形農
総研セでの試験結果。
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